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女

性

議

会

玉 元  志  帆   議 員

⒈支援が必要な人に迅速かつ適当な支援
は届いているのか
⒉団塊の世代の高齢化に対応できるのか

小  松  英  子   議 員

⒈子どもの心と身体の健康に
とって、一番の礎となる命の
始まりの時を最高の状態に
し安心して産める環境作り
⒉世界一子育てに良い町に本
気で取り組んで頂きたい

内  盛  朝  佳   議 員

⒈島外からフリーライドする
観光事業者の規制について 
⒉石垣島における町民サービス
について

大  底  京  子   議 員

⒈子育て教育関係に関して
⒉災害関連に関して

島
の
議
員
選
出
で
男
性
陣

が
ま
と
ま
ら
ず
、島
か
ら

の
立
候
補
は
断
念
す
る
方

向
の
中
、男
性
が
ダ
メ
な

ら
女
性
議
員
を
選
出
す
る
と

い
う
こ
と
で
、女
性
の
先
輩
や

友
人
か
ら
立
候
補
す
る
よ
う
応
援
が
あ
り
、私
も
竹
富
町

行
政
へ
の
興
味
と
好
奇
心
が
あ
り
立
候
補
し
ま
し
た
。

01
立
候
補
の
き
っ
か
け

お
母
さ
ん
が
や
る
な
ら
応
援
す
る
と
全
面
協
力
で
し
た
。

02
ご
家
族
の
反
応

あ
ま
り
勉
強
は
好
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
机
に
座
る
こ
と

も
無
か
っ
た
の
で
す
が
、長
い
時
間
机
に
向
か
っ
て
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。気
に
な
る
こ
と
を
メ
モ
し
、記
憶

確
認
で
写
真
も
撮
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

03
議
員
に
な
る
前
と
な
っ
て
か
ら

島
の
可
能
性
か
ら
新
し
い
産
業
が
出
来
な
い
か
、新
し
い
雇

用
の
場
が
出
来
な
い
か
、そ
れ
に
は
住
む
と
こ
ろ
が
必
要
な

ど
、現
在
模
索
中
で
す
。

04
今
活
動
し
て
い
る
こ
と

議
員
は
面
白
い
で
す
！
生
活
に
お
い
て
公
人
と
し
て
自
分

を
制
す
る
こ
と
は
少
し
必
要
で
、自
分
自
身
頑
張
っ
て
い
ま

す
。他
は
、公
人
故
の
立
場
で
色
々
な
出
会
い
や
県
外
研
修
、

広
域
事
務
組
合
で
は
国
外
行
政
視
察
等
、普
段
の
生
活
で
は

体
験
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
、知
り
た
い
こ
と
聞
き
た
い
こ

と
等
、議
員
故
に
対
応
し
て
頂
き
教
え
て
頂
け
る
の
で
あ
り

が
た
い
立
場
で
す
。議
員
に
な
っ
て
議
会
の
議
案
審
議
等
か

ら
竹
富
町
の
中
が
知
れ
、そ
れ
故
審
議
の
責
任
は
有
り
ま
す

が
、議
員
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
学
べ
る
も
の
で
面
白
い
と
思

い
ま
す
。町
長
も
議
員
も
当
選
す
る
前
は
普
通
の
人
で
す
。

で
す
か
ら
今
、普
通
の
皆
さ
ん
こ
そ
議
員
に
な
り
ま
し
ょ

う
‼
議
員
同
士
、切
磋
琢
磨
し
竹
富
町
を
築
く
竹
富
町
議
会

に
皆
さ
ん
も
是
非
‼

05
政
治
を
目
指
す
女
性・若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

令和7年女性議会を開催！
地域に貢献

しない“フリーライド
事業者”への対策が必要。
U・Iターン希望者が安心し
て住める住宅支援の強化。
町民スペースや物流を
活用した地産地消の
仕組みを。
公共交通の利便性向上
で町民の移動をもっと快
適にしてほしい。
島の文化と暮らしを守る
のは、島に住み、支える
人々の力が必要。

民生委員からの報告が
支援につながりにくい現状がある。

石垣からの支援だけでは限界が
あり、島内に相談窓口を設けるべき。
現場スタッフの声を反映した
認定調査の必要性、
住み慣れた地域で最期を
迎えられる仕組みづくり、
現場の努力が報われる
支援体制を。

妊婦が家族と離れて出産する不安を減らす支援の充実を。
産前産後の孤立を防ぎ、相談しやすい関係づくりの構築を。
遊具や身体活動が歯や発達にも影響する。
伝統文化の継承と心の育ちを促す仕組み、自然と人の
温かさが融合した理想の暮らしの場に。

離島でも学びの
機会が得られるよう、オンライン
塾や学習支援の導入を求める。
子どもたちの心身の成長に欠かせ
ない遊び場の復活、遊具の設置を
強く求める。
要配慮者の避難支援、情報
伝達、訓練の充実を求める。
現場の声を行政が直接聞
き、共に動いてほしい。

宮 良 道 子  議 員

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
‼

現
職
女
性
議
員
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女

性

議

会

金 城  珠  実   議 員

⒈竹富町芸術祭について
⒉特産品の販路について

通  事  沙  喜   議 員

⒈害鳥駆除について
⒉子どもの遊び場について

池  間  千  恵   議 員

⒈竹富町内の高齢社会、少子
化対策について
⒉竹富町の未来の方向性を
確認し示していくには

山  城  まゆみ   議 員

⒈河川、海の水質保全について
⒉男女共同参画について

私
が
立
候
補
し
た
き
っ
か
け
は
、公
明
党
か
ら
声
を
か
け
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。当
時
、竹
富
町
に
は
女
性
議
員
が
一

人
も
お
ら
ず
、私
に
務
ま
る
の
だ
ろ
う
か
と
と
て
も
不
安
で

し
た
。そ
れ
で
も
、子
育
て
の
課
題
を
少
し
で
も
良
く
し
た

い
、女
性
の
声
を
町
に
届
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、思
い

切
っ
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

01
立
候
補
の
き
っ
か
け

最
初
は
家
族
も
子
供
た
ち
も
驚
き
ま
し
た
。議
員
の
仕
事
が
ど

ん
な
も
の
か
想
像
で
き
ず
、役
場
が
石
垣
に
あ
る
た
め
、議
会
の

時
は
ど
う
な
る
の
か
、学
校
生
活
に
影
響
は
な
い
か
と
私
も
心

配
で
し
た
。そ
れ
で
も
子
供
た
ち
が
、や
り
た
け
れ
ば
や
っ
て
み

た
ら
と
言
っ
て
く
れ
て
、そ
の
一
言
に
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

02
ご
家
族
の
反
応

も
と
も
と
人
前
で
話
す
の
は
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。で
も
明
る
く
何
と
か
な
る
さ
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
き

て
気
づ
け
ば
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。議
員
に
な
っ
て

感
じ
る
の
は
、本
当
に
い
ろ
ん
な
考
え
方
や
意
見
が
あ
る
と

い
う
こ
と
。毎
日
が
新
し
い
発
見
と
勉
強
の
連
続
で
す
。

03
議
員
に
な
る
前
と
な
っ
て
か
ら

私
が
今
も
大
切
に
続
け
て
い
る
活
動
の
一
つ
に
、朝
の
登
校

時
の
見
守
り
が
あ
り
ま
す
。毎
朝
７
時
半
か
ら
８
時
ご
ろ

ま
で
、月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
続
け
て
い
て
も
う
12
年
に
な
り

ま
す
。通
学
中
の
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
き
っ
か
け
に
子
供

た
ち
が
安
心
し
て
登
校
で
き
る
よ
う
に
と
始
め
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、今
は

交
通
安
全
協
会
西
表
島
西
部
支
部
長
と
し
て
地
域
ぐ
る
み

で
安
全
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

04
今
活
動
し
て
い
る
こ
と

政
治
は
特
別
な
人
の
も
の
で
は
な
く
、私
た
ち
の
暮
ら
し

そ
の
も
の
で
す
。子
供
を
育
て
る
こ
と
も
、働
く
こ
と
も
、

地
域
を
守
る
こ
と
も
、ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
も
す
べ
て

政
治
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。不
安
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
。

私
も
最
初
は
不
安
で
し
た
が
、一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で

新
し
い
出
会
い
や
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。行
動
す
る
こ
と
で
道

は
開
け
ま
す
。難
し
く
考
え

ず
、「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
」

か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ

い
。あ
な
た
の
声
が
町
の

未
来
を
変
え
る
第
一
歩
に

な
り
ま
す
。

05
政
治
を
目
指
す
女
性・若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

10月23日、竹富町議事堂にて「女性議会」を開催。町内各地域から８名の女性が議員役として登壇し、子育て・介護・働く環境
など、日々の暮らしに根ざした課題を行政に問いかけました。模擬議会とはいえ、発言には真剣な思いが込められ、町長や
各課長も真摯に答弁。町民がまちづくりの主役となる機会として、大きな一歩となりました。

「私たちの暮らしを、私たちの言葉で。」

高齢化
社会への対応は、
制度だけでなく「人
のつながり」が鍵。
外国人労働者も町
の一員として安心
して暮らせる環境
づくりが必要。
竹富町の「不便さ」
こそが、人を育てる
宝であり、観光にも
活かせる町民・移住
者・観光客が共に支え
合う「ゆいまーる」の
精神を未来へ。

クジャク・カラス
による農業・畜産被害が
深刻で、駆除の実効性と安
全性の両立を求める。
島内人材の活用による効率
的な駆除体制の構築として
経費削減と迅速対応を。
公園整備、遊具を設置
しタブレットに偏る生
活から、外遊びの機
会を取り戻したい。
住民の声を反映した
島づくりを望む。公民
館や地域の要望を
見える形に。

黒島の
静けさや素朴さ
こそが価値であ
り、それを芸術祭
で表現したい。
町主導でアーティ
ストや住民が交流
できる機会を。
港などに誰でも出品
できる販売所を設け、
島の産業を応援したい。
斜里町の熱量に感動
し、竹富町でも展示や
紹介を希望。

三 盛 克 美  議 員

生活排水・牛糞・赤土
流出など、陸域からの海へ
の影響を重視すべき。
合併浄化槽の普及や補助制度の
拡充が急務。
農地や林道の赤土対策は“任意”
ではなく、町ぐるみで推進すべき
環境保全は町の誇りであり、世界
に発信できる価値。
男女共同参画も“検討”では
なく“実行”を求める。 
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EV車充電施設設置委託EV車充電施設設置委託
石垣で利用できるシェアカー4台分の駐車場を、
役場から離島ターミナル2階へ移設します。
石垣で利用できるシェアカー4台分の駐車場を、
役場から離島ターミナル2階へ移設します。

公共ライドシェア事業公共ライドシェア事業

備蓄庫整備事業備蓄庫整備事業 鳩間小中学校門扉・フェンス設置工事鳩間小中学校門扉・フェンス設置工事

スクールバス購入事業費スクールバス購入事業費 共同仕入れ商品陸上輸送事業共同仕入れ商品陸上輸送事業

９
月
定
例
会

令和７年度　一般会計補正予算（第２号）　主な事業

定例会定例会月月99
　　　　　令和７年第３回９月定例会は、９月８日から９月１９日までの１２日間の会期で開かれました。
　　　　　前泊町長から報告４件、承認１件、認定６件、議案１４件、が提出され審議されました。
　　　　　慎重審議の結果、全議案について可決されました。

　　　　　令和７年第３回９月定例会は、９月８日から９月１９日までの１２日間の会期で開かれました。
　　　　　前泊町長から報告４件、承認１件、認定６件、議案１４件、が提出され審議されました。
　　　　　慎重審議の結果、全議案について可決されました。

黒島にて公共ライドシェアの実証運行を実施。
地域事業者に委託し運行を想定している。乗員は
10名以下。料金設定や近傍の料金を踏まえ、運行体
制は地域公共交通会議を立ち上げて決定していく。

黒島にて公共ライドシェアの実証運行を実施。
地域事業者に委託し運行を想定している。乗員は
10名以下。料金設定や近傍の料金を踏まえ、運行体
制は地域公共交通会議を立ち上げて決定していく。

上原・中野・浦内・白浜の4地区に住民向け備蓄倉庫
を整備。設置場所は高台を優先。
飲料水、非常食、毛布、簡易トイレ、発電機等を収納
予定で、各地区人口に応じた数量を予定。パーテー
ションやテントも検討される。

上原・中野・浦内・白浜の4地区に住民向け備蓄倉庫
を整備。設置場所は高台を優先。
飲料水、非常食、毛布、簡易トイレ、発電機等を収納
予定で、各地区人口に応じた数量を予定。パーテー
ションやテントも検討される。

学校周辺フェンスの設置とスライド式門扉を設置。
予算は、人件費・運搬費・物価高騰が影響。台風・塩
害に耐える仕様。門扉は鉄製を予定。錆対策として
定期メンテナンスを実施していく必要がある。ステ
ンレス等の代替材も検討余地あり。

学校周辺フェンスの設置とスライド式門扉を設置。
予算は、人件費・運搬費・物価高騰が影響。台風・塩
害に耐える仕様。門扉は鉄製を予定。錆対策として
定期メンテナンスを実施していく必要がある。ステ
ンレス等の代替材も検討余地あり。

上原小学校用に10人乗り車両を購入予定
地域循環バスへ展開していくことは未定、補助事業
を活用するものであるため、使途目的に沿った運用
が条件となる。

上原小学校用に10人乗り車両を購入予定
地域循環バスへ展開していくことは未定、補助事業
を活用するものであるため、使途目的に沿った運用
が条件となる。

西表島を対象に共同仕入れ商品を港から各小売
店へ陸上輸送する際の輸送費を軽減する事業。
先ずは西表島を対象に体制構築を図り島々へ展
開させたい。

西表島を対象に共同仕入れ商品を港から各小売
店へ陸上輸送する際の輸送費を軽減する事業。
先ずは西表島を対象に体制構築を図り島々へ展
開させたい。

120万円120万円 54万円54万円

474万円474万円 135万円135万円

3,456万円3,456万円
1,316万円1,316万円
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９
月
定
例
会

鳩間⇔上原間航路運航補助鳩間⇔上原間航路運航補助 教員宿舎耐力度簡略調査教員宿舎耐力度簡略調査

シャトルバス運行業務シャトルバス運行業務 施設備品設置委託施設備品設置委託

令和７年度  一般会計補正予算（第２号）  主な事業

鳩間教員宿舎の耐力度調査を行う。
補助金申請のため、県への調査結果の報告義務が
あり調査は必須。写真等による簡易調査を実施。
建て替え時期は現在未定

鳩間教員宿舎の耐力度調査を行う。
補助金申請のため、県への調査結果の報告義務が
あり調査は必須。写真等による簡易調査を実施。
建て替え時期は現在未定

現在の職員による運航を委託化。波照間空港～集落
以外にも、集落～港へも送迎を実施する。
現在の職員による運航を委託化。波照間空港～集落
以外にも、集落～港へも送迎を実施する。

大富公民館、美原公民館へクーラーを設置費。大富公民館、美原公民館へクーラーを設置費。

令和６年度の水道・下水道事業決算を審査しました
経済委員会では、令和６年度の簡易水道事業および下水道事業の特別会計決算について、上下水道課長の出席のもと審査
を行いました。両事業ともに今年度から公営企業会計へ移行し、初めての決算審査となりました。
審査では、未収金への対応や施設更新の計画、料金体制の見直し、経営状況の分析などについて活発な質疑が交わされま
した。波照間島での施設更新計画や、上原地区の漏水対策、将来的な水道料金の見直しの必要性についても議論されました。
下水道事業では、接続率の向上や処理汚泥の堆肥化による農家支援、企業会計への移行に伴う管理体制の整備などが
話題となり、住民生活と自然環境の両面からの改善が求められました。
両議案ともに、全委員一致で認定すべきものと決定されました。

経済委員会からのご報告

令和6年度竹富町一般会計及び
特別会計歳入歳出決算の認定について
令和6年度竹富町一般会計及び
特別会計歳入歳出決算の認定について

ダイビング業者2社の協力を得て、鳩間～上原間
の航路を11月～翌年2月に実証実験運航を行う。
結果を踏まえて持続可能な運航体制の構築につ
なげたい。

ダイビング業者2社の協力を得て、鳩間～上原間
の航路を11月～翌年2月に実証実験運航を行う。
結果を踏まえて持続可能な運航体制の構築につ
なげたい。

🚰

令和６年度決算認定について、総務財政委員会では関係課長の出席のもと、一般会計および
３つの特別会計（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療）について審査を行いました。
委員からは、町税収入の変動やふるさと納税の活用状況、各事業の執行状況などについて活発な質疑があり、町民の暮ら
しに寄与する施策の推進を求める意見が出されました。特に、修学旅行費補助や芸能発表会の制度運用の見直し、介護人
材の確保、健康づくりのデジタル活用、産前・産後ケアの充実など、今後の制度改善に向けた前向きな提案がなされました。
すべての認定議案は、全委員一致で認定すべきものと決定されました。

総務財政委員会からのご報告🏛
竹富町

決算
コチラから⬆

令和６年度
竹富町

一般会計及び特別会計
歳入歳出決算に関する資料

330万円330万円 110万円110万円

100万円100万円 350万円350万円
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マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
で
終
わ
ら

せ
ず
、訓
練
を
通
じ
て
課
題
を
改
善

す
る
こ
と
が
必
要
。備
蓄
や
避
難
所

開
設
の
ル
ー
ル
を
早
急
に
整
備
し
て

ほ
し
い
。

要
望

　
　
観
光
客
や
高
齢
者
も
含
め
た
実

動
訓
練
を
行
い
、町
民
へ
の
説
明
会

を
町
主
導
で
実
施
す
べ
き
。

要
望

　
　
不
用
額
は
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
回

す
べ
き
。基
金
は「
貯
め
る
」か
ら「
活

か
す
」へ
転
換
し
、財
政
健
全
化
を
進

め
て
ほ
し
い
。

要
望

　
　
業
者
に
よ
る
投
棄
の
実
態
把
握

を
含
め
、実
効
性
あ
る
再
発
防
止
策

を
講
じ
る
べ
き
。

要
望

　
　
住
民
の
理
解
を
得
な
い
ま
ま
認

定
を
進
め
る
こ
と
は
条
例
の
趣
旨
に

反
す
る
。町
民
の
信
頼
を
損
な
わ
ぬ

よ
う
慎
重
な
運
用
を
求
め
る
。

要
望 賛

否
両
論
あ
る
こ
と
を
認
識
。事
業

者
は
地
域
と
十
分
に
意
見
交
換
す
べ

き
で
あ
り
、町
は
公
平
な
立
場
で
景

観
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、条
例

基
準
に
沿
っ
て
判
断
し
て
い
く
。

町
　
長

一

般

質

問

詳しくは動画をCheck!!▶9月定例会9月定例会
　
７
月
30
日
の
津
波
注
意
報
発
令
時
、

町
内
に
残
る
観
光
客
数
を
役
場
は
把

握
し
て
い
た
の
か
。

問　
観
光
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は

緊
急
連
絡
網
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
、公
民
館
や
自
主
防
災
組
織
と

の
情
報
共
有
は
あ
っ
た
の
か
。

問　
津
波
注
意
報
中
に
観
光
事
業
者
が

観
光
客
を
港
へ
送
迎
し
て
い
た
と
聞

く
。事
業
者
へ
の
指
導
や
勉
強
会
の

開
催
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問　

津
波
到
達
時
間
の
後
、臨
時
便
の

運
航
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、周
知

し
た
の
か
。

問

　

国
民
保
護
計
画
に
基
づ
く
避
難

時
、町
職
員
の
役
割
や
搬
送
ル
ー
ト

が
町
民
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

問 　
避
難
所
開
設
や
備
蓄
品
使
用
の
判

断
は
誰
が
行
う
の
か
。

問

　
竹
富
島
温
泉
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
か
、

町
は
確
認
し
た
の
か
。

問　
認
定
前
に
受
水
槽
や
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
対

応
は
。

問　
町
長
は
こ
の
計
画
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

問

　
竹
富
公
民
館
が
竹
富
東
港
の
清
掃

を
行
っ
た
。不
法
投
棄
ご
み
の
処
理

と
再
発
防
止
策
は
。

問 　
不
用
額
の
要
因
と
対
応
は
。

問　

町
債
残
高
１
０
６
億
円
、利
子
年

４
５
０
０
万
円
の
現
状
、今
後
の
発
行

と
償
還
方
針
は
。

問

夜
間
・
休
日
に
学
校
を
開
放
す
る
体

制
は
未
整
備
。今
後
、防
災
課
や
地
域

と
協
議
し
て
い
く
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

約
７
８
５
名
の
帰
宅
困
難
者
が
い
た

と
推
定
さ
れ
る
が
、正
確
な
把
握
は

で
き
て
い
な
か
っ
た
。船
会
社
と
の

連
絡
も
つ
な
が
ら
ず
、職
員
の
個
人

的
な
連
絡
網
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

防
災
危
機
管
理
課
長

館
長
ら
と
連
携
を
と
っ
て
い
た
が
、

現
場
対
応
が
優
先
さ
れ
、十
分
な
情

報
共
有
が
で
き
な
か
っ
た
。今
後
、地

域
と
協
議
し
な
が
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

防
災
危
機
管
理
課
長

町
に
は
正
式
な
連
絡
は
な
く
、職
員
の

防
災
危
機
管
理
課
長

明
確
な
ル
ー
ル
は
な
く
、現
在
策
定

作
業
を
進
め
て
い
る
。防
災
マ
ッ
ト

や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
も
導
入
で
き
る

よ
う
補
助
金
を
模
索
し
て
い
る
。

防
災
危
機
管
理
課
長

令
和
５
年
度
か
ら
避
難
実
施
計
画
を

協
議
中
で
、搬
送
者
数
を
踏
ま
え
た

搬
送
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。し
か

し
職
員
や
町
民
へ
の
説
明
は
未
実
施

で
あ
る
。

防
災
危
機
管
理
課
長

事
業
者
へ
の
周
知
や
勉
強
会
は
不
足

し
て
い
る
。今
後
、ヒ
ア
リ
ン
グ
や
訓

練
を
通
し
て
理
解
を
深
め
、マ
ニ
ュ

ア
ル
の
実
効
性
を
高
め
る
。

自
然
観
光
課
長

県
土
木
事
務
所
と
協
議
し
処
理
を
検

討
中
。防
犯
カ
メ
ラ
設
置
も
協
議
し

て
お
り
、不
法
投
棄
は
犯
罪
で
あ
る

と
周
知
を
徹
底
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

補
助
事
業
の
実
績
乖
離
や
入
札
差

額
、人
件
費
精
査
が
主
因
。進
捗
管
理

を
強
化
し
減
額
補
正
を
徹
底
す
る
。

財
政
課
長

施
設
整
備
で
発
行
増
は
避
け
ら
れ
な

い
が
、交
付
税
措
置
率
の
高
い
起
債

を
選
び
、基
金
に
よ
る
繰
上
償
還
も

検
討
す
る
。

財
政
課
長

事
業
者
が
５
回
の
説
明
会
を
行
っ
た

と
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、参
加
人

数
は
確
認
し
て
い
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

違
反
工
作
物
と
し
て
撤
去
を
指
導

し
、修
正
図
面
で
は
外
部
か
ら
見
え

な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

竹
富
町
準
景
観
地
区

条
例
の
運
用

不
法
投
棄
ご
み
処
理
と

再
発
防
止
策
を

竹
富
町
国
民
保
護
計
画

の
整
備

津
波
避
難
体
制
の
強
化

財
政
健
全
化

上勢頭   巧 議員
たくみうえ  せ    ど　

個
人
的
な
連
絡
で
午
後
３
時
半
ご
ろ

に
把
握
し
た
。そ
の
後
、防
災
無
線
等

で
周
知
し
た
。今
後
は
船
会
社
と
の

連
絡
網
を
再
整
備
す
る
。
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●
船
員
誘
致
事
業

●
波
照
間
星
空
観
測
タ
ワ
ー

●
底
名
溜
池
展
望
台
ま
で
の
道
路
整
備

●
町
長
ゆ
ん
た
く
会

他
に
も
、こ
の
よ
う
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

　
送
迎
バ
ス
の
運
行
状
況
は
。

問

　

沖
縄
本
島
周
辺
の
離
島
は
単
独

航
路
な
の
で
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
が
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、波
照
間
も
単
独

航
路
だ
け
ど
適
用
さ
れ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

問　
今
後
の
対
応
は
。

問

　
港
か
ら
集
落
ま
で
の
バ
ス
は
。

問

　
観
光
フ
ェ
リ
ー
の
船
が
上
原
に
行

け
な
い
と
き
の
対
応
は
。

問

　
波
照
間
港
の
女
子
ト
イ
レ
を
洋
式

に
変
え
た
た
め
人
が
座
る
と
壁
と
の

距
離
が
狭
く
困
っ
て
い
る
。改
善
で

き
な
い
か
。

問　
小
浜
港
の
東
屋
と
ト
イ
レ
を
解
体

し
た
後
の
取
り
組
み
は
。

問　

現
段
階
の
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
、運
賃

が
上
が
っ
た
理
由
。

問

　
ニ
シ
浜
ビ
ー
チ
の
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
の
屋
根
が
壊
れ
て
落
ち
て
き
て
い

る
が
今
後
の
対
応
は
。

問

順
調
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
運

行
し
て
い
る
。運
行
回
数
は
29
回
で
述

べ
76
人
利
用
。

政
策
推
進
課
長

物
流
を
停
滞
さ
せ
な
い
よ
う
不
定
期

で
運
行
予
定
。

政
策
推
進
課
長

国
、県
と
調
整
し
て
お
り
す
ぐ
に
は

結
論
が
出
せ
な
い
が
、制
度
仕
組
み

を
研
究
し
、地
域
住
民
の
負
担
減
に

努
め
て
い
く
。

政
策
推
進
課
長

３
段
階
の
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
が
適
用
さ

れ
て
い
る
。県
に
よ
る
サ
ー
チ
ャ
ー

政
策
推
進
課
長

現
在
計
画
を
立
て
て
い
る
状
況
。

政
策
推
進
課
長

　
進
捗
と
船
員
の
確
保
状
況
、荷
下
ろ

し
す
る
バ
ー
ス
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

問

狭
さ
は
把
握
し
て
い
る
。ど
う
に
か

改
修
工
事
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
く
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

機
器
の
排
出
口
が
水
分
の
反
応
で
セ

メ
ン
ト
化
し
使
用
で
き
な
い
状
況
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

職
員
で
工
事
し
完
了
済
み
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

応
急
処
置
の
対
応
と
併
せ
て
、取
り

替
え
修
繕
補
修
の
対
応
を
調
整
し
早

め
に
対
応
す
る
。

こ
ど
も
未
来
課
長

現
在
設
置
し
て
い
る
砂
場
の
基
礎
が

屋
根
を
設
置
し
た
際
に
台
風
時
に
耐

え
ら
れ
る
構
造
で
は
な
い
た
め
屋
根

を
設
置
す
る
場
合
に
は
基
礎
工
事
を

行
う
必
要
が
あ
る
。ど
の
よ
う
な
形

が
い
い
の
か
現
場
の
職
員
と
調
整
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
未
来
課
長

10
月
上
旬
ま
で
に
改
良
し
た
最
新
機

器
と
入
れ
替
え
る
予
定
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

駐
車
場
に
活
用
で
き
な
い
か
検
討
要

望
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

10
月
上
旬
に
石
垣
に
引
き
渡
し
さ
れ

る
予
定
で
、７
日
に
お
披
露
目
式
を
予

定
し
て
い
る
。運
行
ス
タ
ッ
フ
は
Ｊ
Ａ

丸
か
ら
の
船
員
を
４
名
確
保
し
て
い

る
。さ
ら
に
船
長
と
機
関
士
の
免
許
を

持
っ
た
２
名
を
採
用
す
る
予
定
。バ
ー

ス
の
確
保
は
安
栄・観
光
フ
ェ
リ
ー
が

使
っ
て
い
る
場
所
を
想
定
し
て
お
り
、

石
垣
市
と
調
整
し
て
い
る
。

政
策
推
進
課
長

改
善
の
方
法
も
含
め
て
、速
や
か
に

修
繕
に
向
け
て
対
応
し
て
い
く
。

自
然
観
光
課
長

連
続
稼
働
が
で
き
て
い
な
い
の
で
最

町
　
長

　
　
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
が
１
日
で
倍
近

く
の
料
金
に
な
る
と
町
民
に
と
っ
て

は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
た
め

国
、県
と
の
調
整
を
続
け
て
い
た
だ

く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

要
望

　
門
前
の
水
溜
り
場
所
の
状
況
は
。

問　
門
扉
の
錆
食
っ
て
い
る
箇
所
の
修

繕
は
。

問　
砂
場
の
屋
根
設
置
が
で
き
な
い
か
。

問 　
　

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、ト
イ
レ
は

観
光
施
設
で
誰
で
も
使
う
こ
と
の
で

き
る
施
設
で
あ
る
の
で
、安
心
安
全

に
使
用
で
き
る
よ
う
早
め
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
い
。

要
望

一

般

質

問

◀詳しくは動画をCheck!!

小
浜
ゴ
ミ
焼
却
施
設

に
つ
い
て

多
機
能
型
貨
物
船

に
つ
い
て

　
６
月
か
ら
１
日
し
か
稼
働
し
て
い

な
い
ゴ
ミ
処
理
実
証
実
験
の
機
器
と

不
具
合
の
要
因
と
経
過
に
つ
い
て
。

問　
現
行
の
機
器
で
は
同
じ
こ
と
の
繰

り
返
し
で
、実
証
実
験
は
前
に
進
ま

な
い
と
思
う
が
、今
後
の
見
解
は
。

問

波
照
間
保
育
所
に
つ
い
て

空
港
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
に
つ
い
て

観
光
施
設
整
備
に
つ
い
て

漁
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て

9月定例会9月定例会加屋本 真一 議員
しんいちもとか　や

ジ
の
支
援
が
あ
っ
た
が
予
算
が
な
く

な
っ
た
た
め
。

新
機
器
を
設
置
し
て
年
内
に
は
判
断

を
下
し
た
い
。万
が
一
同
じ
よ
う
な

状
況
で
あ
れ
ば
別
の
機
器
の
導
入
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。生
活
の
利
便

性
を
向
上
し
て
い
く
た
め
に
も
実
証

実
験
を
し
て
い
く
。
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危
険
箇
所
は
応
急
で
も
対
応

し
、観
光
客
や
子
ど
も
の
事
故
防
止

を
最
優
先
に
進
め
て
ほ
し
い
。

要
望

　
　
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
跡
地
活

用
。住
民
の
声
を
反
映
し
、財
政
面

も
考
慮
し
て
早
期
に
結
論
を
出
し
て

ほ
し
い
。

要
望

　
　
現
状
の
安
全
対
策
を
徹
底
し
、定

期
的
な
草
刈
り
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

要
望

　
　

町
民
の
利
便
性
を
最
優
先
に
、

便
数
や
時
間
の
調
整
を
強
く
働
き

か
け
て
ほ
し
い
。将
来
的
に
は
町
営

船
会
社
の
可
能
性
も
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

要
望

町
民
生
活
を
支
え
る

貨
物
船

仲
間
港
の
整
備
と

安
全
対
策

ヤ
マ
ネ
コ
公
園
隣
接
の

町
有
地
管
理

旧
古
見
小
学
校

跡
地
の
活
用

　
新
造
船「
Ｆ
か
り
ゆ
し
」は
客
席
を

撤
去
し
た
改
造
船
で
、積
載
量
は
従

来
の
５
割
。大
型
車
両
や
資
材
が
運

べ
ず
、西
部
地
区
住
民
は
大
原
港
ま

で
約
40
㎞
か
け
て
引
き
取
り
に
行
く

よ
う
に
な
る
の
で
は
と
懸
念
し
て
い

る
。購
入
前
に
町
へ
の
相
談
は
あ
っ

た
の
か
。

問　
町
民
無
視
の
判
断
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。定
期
航
路
と
し
て
島
々
の

貨
物
輸
送
は
責
務
で
は
な
い
の
か
。

問 　

町
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題
。

町
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

問　
始
発
便
を
30
分
早
め
れ
ば
、高
校

生
や
通
勤
者
、病
院
に
通
う
人
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
。調
整
は
で
き
な

い
の
か
。

問

　

町
は
株
主
で
も
あ
る
。経
営
が
黒

字
な
ら
町
民
の
声
を
反
映
す
べ
き

で
は
。

問　
駐
車
場
拡
張
で
路
上
駐
車
は
減
っ

た
。残
り
の
樹
木
伐
採
は
年
度
内
に

進
め
ら
れ
る
か
。

問　
タ
ー
ミ
ナ
ル
外
側
の
木
製
デ
ッ
キ

は
老
朽
化
し
危
険
。応
急
対
応
は
で

き
な
い
か
。

問　

女
子
ト
イ
レ
付
近
の
通
路
も
床

板
が
抜
け
か
け
て
い
る
。早
急
な
補

修
は
。

問

　
浮
桟
橋
は
満
潮
時
に
長
靴
が
な
い

と
渡
れ
な
い
。乗
客
の
安
全
は
ど
う

守
る
の
か
。

問

購
入
後
に
初
め
て
知
ら
さ
れ
た
。事
前

相
談
は
な
か
っ
た
。

政
策
推
進
課
長

こ
れ
ま
で
も
航
路
調
整
会
議
で
船
会

社
に
対
し
、社
会
的
役
割
を
自
覚
し
て

ほ
し
い
と
求
め
て
き
た
。町
民
の
移

動
、物
流
を
考
慮
す
る
よ
う
要
請
し
て

い
る
。

政
策
推
進
課
長

船
会
社
は
人
員
不
足
を
理
由
に
困
難

と
し
て
い
る
。た
だ
し
住
民
要
望
は

引
き
続
き
伝
え
る
。

政
策
推
進
課
長

株
主
総
会
で
経
営
状
況
を
確
認
し
、

町
民
の
意
見
を
伝
え
て
い
る
。

政
策
推
進
課
長

航
路
調
整
会
議
で
船
会
社
に
社
会
的

役
割
を
自
覚
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

政
策
推
進
課
長

　
公
募
の
結
果
は
。

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問　
財
政
面
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

問 　
跡
地
活
用
の
進
捗
は
。

問

　

観
光
客
が
増
え
る
中
、安
全
面
へ

の
投
資
を
後
回
し
に
す
る
の
か
。

問　
公
園
と
製
糖
工
場
の
寮
の
間
の
町

有
地
の
草
木
が
茂
り
、ハ
ブ
が
出
て

危
険
。対
策
は
。

問　

大
型
バ
ス
駐
車
場
が
不
足
し
て

い
る
。隣
接
地
を
臨
時
駐
車
場
に
で

き
な
い
か
。

問

県
港
湾
課
と
現
地
確
認
を
行
い
、伐

採
を
進
め
る
方
針
を
確
認
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

現
在
は
立
入
禁
止
措
置
。予
算
を
確

保
し
改
修
予
定
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

現
場
を
確
認
済
み
。地
元
業
者
と
連

携
し
仮
補
修
を
検
討
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

利
用
者
の
安
全
を
最
優
先
と
し
、県

と
連
携
し
て
改
善
を
進
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

満
潮
時
の
ス
ロ
ー
プ
の
段
差
に
つ
い

て
の
設
計
は
今
後
の
予
算
で
優
先
的

に
整
備
す
る
と
県
の
回
答
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

現
場
を
確
認
し
て
お
り
、必
要
に
応

じ
追
加
対
応
を
行
う
。

総
務
課
長

面
積
は
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
。将
来
的

に
は
調
理
場
や
団
地
建
替
え
に
活
用

予
定
で
、駐
車
場
利
用
は
考
え
て
い

な
い
。

総
務
課
長

検
討
委
員
会
を
２
回
開
催
し
、地
域

住
民
と
も
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

10
〜
11
月
に
第
３
回
委
員
会
で
内
容

確
認
、来
年
１
〜
２
月
に
第
４
回
委

員
会
を
開
き
、町
長
へ
提
言
予
定
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

費
用
対
効
果
も
踏
ま
え
、町
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

６
〜
９
月
に
募
集
し
、学
習
塾
と
複

合
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
２
件
の

応
募
が
あ
っ
た
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

一

般

質

問

9月定例会9月定例会 山 盛  　力 議員
つとむや ま も り

詳しくは動画をCheck!!▶
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今
年
度
は
非
常
に
救
助
案
件
が
多

い
。消
防
団
の
対
応
力
が
問
わ
れ
る
場

面
が
増
え
て
い
る
が
、災
害
救
助
の
実

態
と
課
題
に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

問

　

制
度
変
更
に
よ
り
寄
付
者
・
事
業

者
・
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
影
響

が
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。来
月
か

ら
始
ま
る
ポ
イ
ン
ト
制
度
廃
止
に
伴

い
、駆
け
込
み
寄
付
が
急
増
し
て
い
る

報
道
も
あ
る
が
、本
庁
に
お
い
て
現
時

点
で
寄
付
額
や
返
礼
品
申
し
込
み
の

変
化
は
見
ら
れ
る
か
。

問

　
鳩
間
島
で
の
救
助
案
件
で
は
、連
絡

の
遅
れ
や
搬
送
の
混
乱
が
見
ら
れ
た
。

鳩
間
〜
上
原
航
路
は
災
害
時
の
命
綱

と
も
言
え
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。今
後
の

定
期
化
に
つ
い
て
、町
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

問　
消
防
団
員
か
ら
、救
急
救
命
士
資
格

や
中
型
免
許
な
ど
を
自
費
で
取
得
し
て

活
動
に
活
か
し
た
い
と
い
う
声
が
あ

る
。町
と
し
て
、資
格
取
得
支
援
の
制

度
化
や
教
育
訓
練
給
付
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
か
。

問 こ
れ
ま
で
も
議
会
で
指
摘
を
受
け
、今

回
の
補
正
で
は
実
証
実
験
と
し
て
臨

時
運
航
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。利
用

方
法
や
課
題
を
検
証
し
、防
災
の
観
点

か
ら
も
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

政
策
推
進
課
長

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、資
格
取
得
に
か

か
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
る
。特
に
救
急

救
命
士
資
格
は
沖
縄
本
島
で
の
取
得
が

必
要
で
、現
状
で
は
負
担
が
大
き
い
た

め
、支
援
の
あ
り
方
を
整
理
し
た
い
。

防
災
危
機
管
理
課
長

前
年
度
比
に
対
し
て
増
加
傾
向
に
あ

る
。過
去
に
も
制
度
改
正
の
際
、９
月

頃
に
駆
け
込
み
寄
付
が
あ
り
、そ
の
後

11
月
・
12
月
に
若
干
下
が
る
傾
向
が

あ
っ
た
。引
き
続
き
注
視
し
、必
要
な

対
応
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
る
。

政
策
推
進
課
長

担
当
者
を
通
し
て
中
間
事
業
者
等
も

含
め
て
説
明
を
し
て
い
る
か
と
思
う
。

返
礼
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
、㎏
数
を

減
ら
す
な
ど
の
調
整
を
し
て
い
る
事

例
も
あ
り
、引
き
続
き
周
知
を
図
り
、

す
べ
て
の
方
に
情
報
が
行
き
渡
る
よ

う
努
め
る
。

政
策
推
進
課
長

寄
付
額
と
返
礼
品
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
は
、事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
調

整
を
進
め
て
い
る
。寄
付
者
が
分
か
り

や
す
く
選
べ
る
よ
う
、今
後
も
改
善
に

努
め
る
。

政
策
推
進
課
長

　
西
部
地
区
で
の
停
電
に
よ
り
家
電
が

故
障
し
た
と
の
住
民
の
声
が
あ
る
。町

と
し
て
の
認
識
と
対
応
を
伺
い
た
い
。

問　

平
時
に
も
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
防
災

教
育
の
場
と
し
て
活
用
で
き
、町
民
の

防
災
意
識
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考

問

　

寄
付
額
の
変
更
に
よ
り
、事
業
者
が

そ
の
内
容
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
。町
と
し
て
の
周
知
と
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問　

制
度
変
更
に
よ
り
寄
付
額
が
上

が
っ
た
こ
と
で
、寄
付
者
が
選
び
に
く

く
な
っ
て
い
る
。１
万
円
で
寄
付
す
る

よ
う
な
返
礼
品
の
額
に
抑
え
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、町
と
し
て
の
対
応
は

ど
う
か
。

問

沖
縄
県
通
信
司
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

１
１
９
連
絡
や
消
防
団
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等

に
よ
り
出
動
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

今
年
度
は
山
岳
救
助
１
件
、水
難
事
故

３
件
が
発
生
し
、３
名
が
亡
く
な
っ
て

い
る
。課
題
と
し
て
は
、啓
発
活
動
の

強
化
と
消
防
団
へ
の
情
報
共
有
体
制

の
構
築
、通
信
手
段
の
整
備
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

防
災
危
機
管
理
課
長

現
時
点
で
は
、防
災
公
園
の
整
備
計
画

は
な
い
が
、公
園
整
備
に
あ
た
っ
て
防

災
機
能
の
導
入
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い

る
。防
災
公
園
の
規
模
や
用
地
確
保
な

ど
、一
定
の
調
整・検
討
が
必
要
に
な
る

か
と
思
う
の
で
、今
後
そ
の
点
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

防
災
危
機
管
理
課
長

今
回
の
停
電
は
非
常
に
ひ
ど
い
状
況

だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。家
電
に
過

剰
な
電
力
が
流
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、

性
能
の
良
い
機
器
が
故
障
し
た
事
例

も
確
認
し
て
い
る
。町
民
が
個
人
で
問

い
合
わ
せ
て
も
対
応
さ
れ
な
い
状
況

は
あ
り
得
な
い
と
考
え
て
お
り
、原
因

調
査
と
補
償
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、必

要
で
あ
れ
ば
私
自
身
が
直
接
対
応
す

る
覚
悟
。

町
　
長

消
防
団・通
信・搬
送
の

課
題
に
つ
い
て
問
う

ふ
る
さ
と
納
税
の

運
営
体
制
に
つ
い
て
問
う

防
災
公
園
つ
い
て

一

般

質

問

三 盛  克 美 議員
かつ みもりみつ

◀詳しくは動画をCheck!! 9月定例会9月定例会﨑 枝  裕 次 議員
ゆう　 じえださき

え
て
い
る
。町
と
し
て
、今
後
の
施
設

整
備
の
展
望
が
あ
る
か
伺
う
。
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船
賃
軽
減
の
要
望

た
め
池
内
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

水
が
出
な
い
！

農
業
用
送
水
管
劣
化
深
刻

空
港
入
口
↔
ペ
ム
チ
浜
道
路

早
急
に
除
草
を

条
件
付
き
で

町
が
空
き
家
改
修

　
水
抜
き
し
た
た
め
池
の
目
的
と
水

の
処
理
は
。

問　
漏
水
や
不
具
合
で
水
が
出
な
い
所

も
あ
り
劣
化
が
深
刻
。キ
ビ
や
牧
草

へ
の
懸
念
も
あ
り
対
策
は
。

問

　
町
道
だ
と
思
う
が
歩
道
が
見
え
な

い
ほ
ど
雑
草
が
繫
茂
し
通
れ
な
い
。

延
長
約
３
．７
㎞
歩
道
は
片
側
に
３ｍ
、

側
溝
も
機
能
し
て
い
な
い
様
だ
。最

南
端
へ
の
道
路
で
観
光
客
も
多
い
が

海
岸
線
側
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
腐
食
し

み
す
ぼ
ら
し
い
。長
年
除
草
を
し
て

い
な
い
の
で
は
。

問　

町
長
、副
町
長
、教
育
長
に
も
ム

シ
ャ
ー
マ
の
時
見
て
頂
い
た
の
で
対

応
を
伺
う
。

問

　

た
め
池
は
ま
た
使
え
る
か
、不
具

合
の
対
応
は
。

問

平
成
４
年
町
道
認
定
さ
れ
、こ
れ
ま

で
維
持
管
理
が
不
十
分
で
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。今
年
度
の
集
落
内

高
木
伐
採
作
業
に
合
わ
せ
、事
業
者

と
調
整
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

県
は
全
県
的
に
見
た
Ｊ
Ｒ
在
来
線
運

賃
を
基
準
に
算
定
と
聞
き
、デ
ー
タ

を
確
認
し
要
望
し
て
い
き
た
い
。

政
策
推
進
課
長

国
・
県
の
高
騰
対
策
、町
の
可
能
範

囲
内
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
。

政
策
推
進
課
長

応
急
処
置
対
応
と
な
り
送
水
管
全

体
の
劣
化
と
認
識
。早
期
に
状
況
把

農
林
水
産
課
長

現
在
、空
き
家
再
生
事
業
活
用
タ
イ

プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
、居
住
が
可

能
な
躯
体
構
造
部
か
ら
建
具
等
ま
で

必
要
な
修
繕
改
修
を
考
え
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
８
月
に
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
含
む
船
賃
が

大
幅
に
上
が
っ
た
。離
島
航
路
は
自
治

体
主
体
の
１
航
路
１
社
で
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
は
補
助
さ
れ
る
が
、本
町
は
１
航
路

に
複
数
の
民
間
事
業
者
で
単
独
航
路

に
な
ら
ず
徴
収
さ
れ
る
。格
差
と
不
均

衡
解
消
の
た
め
、サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
分
の

補
助
制
度
を
求
め
て
町
議
会
も
７
月

問

　
８
年
度
１
３
８
０
万
円
の
計
画
は
。

問活
性
化
移
住
の
た
め
に
、空
き
家
を

賃
貸
住
宅
に
活
用
で
き
る
事
を
確
認

済
。町
営
の
よ
う
な
住
宅
を
想
定
、団

地
に
は
入
居
制
限
が
あ
る
が
上
限
を

な
く
し
入
居
で
き
る
と
考
え
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
個
人
の
住
宅
整
備
や
賃
貸
に
こ
の

事
業
が
使
え
る
か
。

問家
主
か
ら
10
年
以
上
借
り
上
げ
る
事

が
必
須
条
件
だ
。町
が
空
き
家
を
借

り
改
修
し
て
居
住
。賃
貸
は
一
部
家

主
に
還
元
さ
れ
る
想
定
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
個
人
で
は
な
く
町
主
導
で
整
備
し
、

賃
貸
で
い
く
ら
か
家
主
に
還
元
さ
れ

る
の
か
。

問

　

船
賃
負
担
軽
減
事
業
で
現
在
は

率
記
載
が
な
く
変
動
な
い
と
思
う
が
、

２
年
位
前
の
県
ア
ン
ケ
ー
ト
資
料
の

県
内
24
離
島
航
路
割
引
率
の
基
準
や

考
え
方
を
伺
う
。波
照
間
は
町
内
で

一
番
遠
い
が
最
低
水
準
の
37
％
、西
表

大
原
、上
原
、鳩
間
航
路
も
同
じ
く
低

率
で
見
直
し
を
求
め
て
頂
き
た
い
。

問

　
　
部
分
的
で
は
解
消
し
な
い
だ
ろ

う
。水
利
組
合
は
水
使
用
料
を
原
資

に
活
動
。昨
年
は
送
水
電
力
変
更
で

出
費
が
か
さ
み
、自
前
修
繕
や
散
水

電
気
料
増
も
予
想
さ
れ
維
持
が
困
難

に
な
る
と
会
計
の
私
自
身
大
変
危
惧

し
て
い
る
。早
急
に
全
体
調
査
や
更

新
を
お
願
い
す
る
。

要
望

　
　
少
し
ず
つ
で
も
早
く
し
て
ほ
し
い
。

要
望

　
　
少
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
事
業
だ
と
思
う
。分
か
り
や
す
く

広
く
公
開
し
て
ほ
し
い
。

要
望

た
め
池
に
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡

大
実
証
実
験
事
業
で
架
台
を
設
置
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
取
付
る
た
め
調
査

中
。水
量
は
通
常
の
半
分
以
下
で
水

利
組
合
と
調
整
し
海
に
流
し
て
い
る
。

総
務
課
長

火
力
発
電
軽
減
の
た
め
太
陽
光
導
入

に
国
と
企
業
が
動
き
、た
め
池
所
有

の
県
と
も
調
整
を
し
て
お
り
対
応
は

企
業
も
取
組
む
。藻
を
発
生
さ
せ
な

い
効
果
も
あ
り
通
常
通
り
使
え
る
も

の
と
思
う
。全
て
国
の
補
助
金
で
企
業

が
算
出・設
置・運
営
ま
で
行
い
、こ
れ

で
島
内
電
力
は
全
て
賄
え
る
と
思
う
。

総
務
課
長

風
力
発
電
も
修
繕
が
必
要
だ
が
、今
火

力
と
風
力
で
電
力
供
給
中
で
パ
ネ
ル

を
公
共
施
設
屋
上
、個
人
宅
に
も
設
置

し
火
力
発
電
を
抑
え
な
が
ら
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
を
目
指
す
。

町
　
長

初
め
て
見
た
が
観
光
立
町
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と

痛
感
し
た
。ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
安
全

性
の
担
保
、景
観
も
し
っ
か
り
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
　
長

歩
道
が
あ
る
と
気
づ
か
な
か
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
自
然
の
心
象
を
損
い
早

期
に
取
組
む
べ
き
だ
。

副
町
長

一

般

質

問

詳しくは動画をCheck!!▶9月定例会9月定例会 東金嶺    肇 議員
はじめひがしかなみね

15  竹富⇔石垣（八重山観光、安栄）
16  小浜⇔石垣（八重山観光、安栄）
17  黒島⇔石垣（八重山観光、安栄）
18  大原⇔石垣（八重山観光、安栄）
19  上原⇔石垣（八重山観光、安栄）
20  鳩間⇔石垣（八重山観光、安栄）
21  鳩間⇔上原（八重山観光、安栄）
22  波照間⇔石垣（安栄）
23  船浮⇔白浜（船浮海運）

△49％
△47％
△52％
△37％
△36％
△36％
△49％
△37％
△57％

握
し
結
果
を
基
に
更
新
計
画
や
補

助
も
視
野
に
再
整
備
に
努
め
る
。

に
意
見
書
を
提
出
し
た
。県
の
物
価
高

騰
支
援
が
な
く
な
り
今
回
の
値
上
げ
に

な
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
、サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
分
町
補
助
も
昨
年
４
９
０
０
万
円
余

り
あ
る
が
、県
分
に
当
た
る
金
額
を
で

き
る
限
り
町
が
支
援
で
き
な
い
か
。
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最
終
的
に
２
名
だ
が
、群
星
寮

は
入
寮
の
際
に
身
元
引
受
人
は
必
要

な
い
と
い
う
点
や
、安
心
安
全
で
学

要
望

　
地
震
は
遙
か
日
本
の
北
に
発
生
し

最
南
端
の
石
垣
・
竹
富
町
に
津
波
到

達
ま
で
時
間
は
あ
る
。定
期
船
の
運

休
決
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
余
り
に
も

決
定
は
早
く
な
い
か
。

問　

石
垣
に
い
る
竹
富
町
民
は
石
垣

市
の
防
災
体
制
の
基
で
の
避
難
行

動
か
。

問　

船
の
欠
航
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
閉
鎖

で
、沢
山
の
人
達
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
付

近
に
い
た
が
、こ
の
人
達
へ
の
石
垣

市
か
ら
の
指
示
は
あ
っ
た
か
。

問

　
新
聞
で
は
宿
泊
施
設
に
問
い
合
わ

せ
が
殺
到
し
た
と
あ
る
が
、石
垣
滞

在
中
の
町
民
か
ら
役
場
へ
の
相
談
は

あ
っ
た
か
。

問　
地
震
津
波
警
報
で
は
町
職
員
は
石

垣
市
の
防
災
計
画
に
沿
っ
て
避
難
す

る
の
か
。

問

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
竹
富
町
民

に
対
し
町
役
場
か
ら
の
避
難
指
示
や

誘
導
等
は
あ
っ
た
か
。

問 港
則
法
に
基
づ
く
海
保
と
事
業
者
の

協
議
で
決
定
さ
れ
安
全
第
一
で
運
行

中
止
を
取
っ
た
と
思
う
。

政
策
推
進
課
長

船
が
出
な
い
と
分
か
っ
た
後
で
の
宿

泊
の
相
談
は
あ
り
、役
場
に
来
て
も

ら
い
対
応
。

総
務
課
長

　

群
星
寮
は
希
望
し
て
も
入
れ
な

い
と
い
う
事
が
あ
っ
た
が
町
内
高

校
生
に
も
あ
る
か
。

問　

入
寮
希
望
者
は
今
後
も
増
え
る

と
思
う
が
増
築
と
い
う
情
報
は
無

い
か
。

問

　
県
立
高
校
の
寮
は
身
元
引
受
人
が

必
要
と
あ
る
が
。

問　

他
県
で
は
、県
外
の
生
徒
に
対
し

町
長
が
身
元
引
受
人
に
な
り
受
け
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、里
親
的
存
在

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
。竹
富
町
も
近
年
県
外
へ
の
高
校

受
験
が
増
え
て
い
る
が
県
立
高
校
入

寮
の
身
元
引
受
人
が
そ
の
一
因
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。県
に

も
っ
と
要
請
で
き
な
い
か
。

問県
教
育
委
員
会
に
町
内
出
身
の
保
護

者
の
実
情
を
伝
え
た
上
で
県
・
町
も

一
緒
に
調
査
研
究
は
必
要
と
思
う
。

こ
の
件
に
関
し
て
教
育
長
へ
伝
え
て

い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

群
星
寮
入
寮
募
集
は
昨
年
８
月
に
行

い
町
内
か
ら
８
名
の
希
望
者
が
あ
り

11
月
の
抽
選
で
は
２
名
辞
退
６
名
が

抽
選
を
行
い
３
名
が
内
定
。４
月
入

寮
時
１
名
が
辞
退
し
２
名
の
入
寮

と
な
っ
た
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

群
星
寮
の
管
理
は
県
が
行
っ
て
い

る
。現
在
の
と
こ
ろ
増
築
等
の
話
は

把
握
し
て
い
な
い
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

県
立
高
校
寄
宿
舎
へ
入
寮
す
る
場
合

は
身
元
引
受
人
・
保
証
人
を
立
て
な

い
と
入
寮
で
き
な
い
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

　
　
町
営
住
宅
に
は
単
身
者
は
入
れ

な
い
。単
心
者
が
入
る
こ
と
が
１
番

大
事
で
移
住
定
住
か
ら
島
の
発
展
に

も
繋
が
る
。是
非
と
も
必
要
な
施
設
、

企
業
と
協
議
さ
れ
早
急
に
空
家
対
策

事
業
を
や
っ
て
頂
き
た
い
。

要
望

港
以
前
現
地
を
調
査
し
た
。草
が
生

茂
っ
て
い
る
が
伐
採
し
リ
フ
ォ
ー
ム

す
れ
ば
住
め
そ
う
な
感
じ
と
伺
っ
て

い
る
。所
有
者
が
石
垣
市
内
の
事
業

者
で
隣
接
す
る
黒
島
研
究
所
の
整
備

と
合
わ
せ
て
で
き
な
い
か
等
、状
況

政
策
推
進
課
長

　
旧
マ
リ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
コ
テ
ー
ジ
は
、

築
40
年
余
り
だ
が
良
い
状
態
。空
家
対

策
推
進
の
特
別
措
置
法
で
は
１
年
以

上
放
置
建
物
は
一
応
違
法
と
あ
る
が
、

所
有
し
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
し
貸
す
事
が
で
き
な
い
か
。

問 黒
島
の
空
家
対
策
！

群
星
寮
及
び
県
立
高
校

宿
舎
に
つ
い
て

７
月
30
日
津
波
注
意
報

発
令
に
つ
い
て

一

般

質

問

◀詳しくは動画をCheck!! 9月定例会9月定例会

石
垣
に
い
る
町
民
は
石
垣
市
の
避
難

行
動
に
基
づ
く
避
難
に
な
る
。

防
災
危
機
管
理
課
長

竹
富
町
の
本
庁
勤
務
の
職
員
は
石
垣

市
の
避
難
行
動
に
基
づ
い
て
避
難
す

る
。防
災
訓
練
等
も
実
施
し
て
い
る
。

防
災
危
機
管
理
課
長

石
垣
港
に
お
い
て
石
垣
市
の
職
員
が

対
応
に
当
っ
た
か
は
確
認
取
れ
て
い

な
い
。た
だ
防
災
無
線
で
海
岸
か
ら

離
れ
る
よ
う
放
送
は
流
れ
て
い
た
。

防
災
危
機
管
理
課
長

津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
時
点
で

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
よ
り
、避
難
指
示

防
災
危
機
管
理
課
長

宮 良  道 子 議員
みち こらみや

等
は
行
っ
た
が
現
場
で
の
避
難
誘
導

は
無
か
っ
た
。

決定者

43人

47人

42人

46人

41人

辞退者

21人

15人

16人

15人

22人

希望者

69人

62人

58人

61人

72人

年度

R7

R6

R5

R4

R3

群星寮入寮希望者及び決定者

を
見
な
が
ら
貸
せ
る
か
否
か
を
調
整

し
黒
島
研
究
所
と
ま
た
別
で
調
整
を

し
て
い
る
。そ
れ
も
進
め
な
が
ら
環
境

整
備
に
つ
い
て
調
整
し
て
い
き
た
い
。

べ
る
環
境
と
思
う
。今
後
希
望
し
た

人
が
皆
入
れ
る
取
組
み
と
し
て
県
に

増
築
を
要
望
し
て
頂
き
た
い
。
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不
在
者
地
主
相
談
会
に
つ
い
て

畜
産
共
進
会
に
つ
い
て

Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て

多
機
能
型
新
造
船
に
つ
い
て

公
民
館
へ
の
ク
ー
ラ
ー
、

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
沖
地
震

に
伴
う
津
波
に
つ
い
て

　
第
28
回
八
重
山
郡
畜
産
共
進
会
に

て
竹
富
町
か
ら
、黒
島
の
牛
18
頭
が

出
品
し
た
が
、そ
の
結
果
は
。

問　
沖
縄
県
畜
産
共
進
会
へ
出
品
す
る

出
品
者
へ
の
支
援
と
し
て
レ
ン
タ

カ
ー
の
支
援
は
出
来
な
い
か
。

問　

西
部
に
、多
機
能
型
新
造
船
を
週

２
回
、固
定
化
出
来
な
い
か
伺
う
。

問

　
資
源
循
環
型
農
業
を
推
進
す
る
た

め
に
、新
た
な
財
源
と
し
て
Ｊ‐

ク
レ

ジ
ッ
ト
を
活
用
す
る
の
は
ど
う
か
。

問　

循
環
型
農
業
に
つ
い
て
は
、施
政

方
針
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
が

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
本
年
度
の

進
捗
は
。

問　

こ
の
事
業
の
取
り
組
み
は
、こ
こ

近
年
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
と
伺
っ

て
い
る
が
。

問 こ
の
制
度
は
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減・吸
収
量
を
国
が
認
証
し
、取

引
可
能
と
す
る
制
度
で
、農
業
分
野

で
は
家
畜
排
泄
管
理
等
の
事
例
も
あ

る
。資
源
循
環
型
農
業
の
推
進
に
向

け
、新
た
な
財
源
と
し
て
の
活
用
を

含
め
、調
査
研
究
を
進
め
た
い
。

農
林
水
産
課
長

現
在
、黒
島
地
区
に
お
い
て
、琉
球
大

学
と
の
共
同
研
究
で
牛
糞
堆
肥
の
実

証
実
験
を
し
て
お
り
、堆
肥
の
品
質

改
善
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。今
後
は

実
験
結
果
を
踏
ま
え
、循
環
型
農
業

の
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、現
在
各

島
々
で
の
、牛
糞
堆
肥
作
り
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
検
討
中
で
あ
る
。

農
林
水
産
課
長

平
成
28
年
ま
で
沖
縄
本
島
で
実
施
し

農
林
水
産
課
長

本
町
に
お
い
て
、ク
ー
ラ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
公
民
館
は
７
カ
所
で
、

未
設
置
の
公
民
館
は
14
カ
所
で
あ
る

こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。近
年
の
猛

暑
や
、熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら
公

民
館
へ
の
冷
房
整
備
は
喫
緊
の
課
題

だ
が
一
斉
設
置
は
難
し
い
。段
階
的
に

整
備
し
て
い
き
た
い
。ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、西
表
島
に
つ
い
て

は
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
事
業
者
が
企
業
や
自
治

体
の
敷
地
内
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど

の
発
電
設
備
を
、無
償
で
設
置
・
管
理

を
し
、発
電
し
た
電
気
を
企
業
や
、自

治
体
は
電
気
料
金
を
支
払
う
事
業
。

総
務
課
長

農
協
丸
の
運
航
計
画
を
見
る
と
、週

２
、３
日
の
余
裕
が
あ
り
空
い
て
い
る

と
こ
ろ
に
、新
造
船
つ
む
ぎ
を
配
置

し
て
西
部
地
区
の
物
流
が
停
滞
し
な

い
よ
う
に
考
え
て
就
航
さ
せ
た
い
。

政
策
推
進
課
長

こ
れ
ま
で
町
の
対
策
と
し
て
は
、水

道
料
金
免
除
や
農
家
へ
の
共
済
制
度

支
援
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。今
後

は
生
活
に
密
着
す
る
水
道
料
金
や
、

電
気
料
金
を
市
町
村
レ
ベ
ル
で
低
減

出
来
る
か
調
査
研
究
し
て
い
る
。引

き
続
き
検
討
し
、早
い
時
期
に
実
施

し
た
い
。

政
策
推
進
課
長

竹
富
町
代
表
と
し
て
、黒
島
か
ら
18
頭

の
牛
が
出
場
し
、４
部
門
中
３
部
門

で
、１
席
、優
秀
牛
に
輝
き
11
頭
が
入

賞
し
た
。黒
島
以
外
か
ら
の
出
品
牛

が
出
な
い
た
め
他
島
か
ら
の
、出
品
者

拡
大
の
取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
。

農
林
水
産
課
長

沖
縄
県
畜
産
共
進
会
へ
は
、６
頭
の

出
品
牛
が
あ
り
地
元
、黒
島
の
多
く

の
み
な
さ
ん
が
応
援
に
駆
け
つ
け
る

と
思
う
の
で
、移
動
手
段
と
し
て
レ

ン
タ
カ
ー
の
支
援
を
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
。

農
林
水
産
課
長

気
象
庁
に
よ
る
と
、津
波
注
意
報
の

場
合
は
津
波
の
高
さ
が
20
㎝
〜
１
ｍ

以
下
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
時
に
と

る
行
動
し
て
海
の
な
か
に
い
る
人

は
、直
ち
に
海
か
ら
上
が
り
海
岸
か

ら
離
れ
る
と
あ
り
、必
ず
し
も
高
台

へ
の
避
難
で
は
な
い
が
、常
に
津
波

の
情
報
を
取
り
い
つ
で
も
避
難
出
来

る
体
制
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

防
災
危
機
管
理
課
長

今
年
度
で
避
難
道
整
備
自
主
管
理
予

算
を
活
用
し
て
浦
内
公
民
館
と
一
緒

に
連
携
を
取
り
な
が
ら
取
り
組
む
。

防
災
危
機
管
理
課
長

　
７
月
30
日
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
沖

地
震
が
お
き
、浦
内
地
区
自
主
防
災

と
し
て
は
、連
絡
を
取
り
合
い
12
時

問

物
価
高
騰
の
町
民
へ
の
支
援

　

ど
の
様
な
支
援
策
が
あ
る
か
。

問 　

浦
内
公
民
館
要
請
で
第
二
避
難

道
の
修
復
の
進
捗
は
。

問

　
公
民
館
へ
の
ク
ー
ラ
ー
導
入
は
ど

の
様
な
計
画
が
あ
る
か
。

問

一

般

質

問

詳しくは動画をCheck!!▶9月定例会9月定例会 前 津  芳 生 議員
よし　 おまえ　 つ

て
い
た
が
、現
在
ま
で
実
施
し
て
い

な
い
状
況
。原
因
と
し
て
は
不
在
者

地
主
の
整
理
が
出
来
て
い
な
か
っ
た

た
め
、現
在
地
域
計
画
の
取
り
組
み

に
よ
り
不
在
者
地
主
の
整
理
が
進
み

不
在
者
相
談
会
実
施
に
む
け
取
り
組

ん
で
い
る
。

30
分
ま
で
に
避
難
場
所
に
簡
易
式
の

テ
ン
ト
、椅
子
、水
、な
ど
を
準
備

し
、津
波
に
備
え
た
。津
波
注
意
報

の
制
限
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
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財
政
の
将
来
負
担
比
率
と
は
、ま

た
過
去
の
比
率
は
。

問　
今
後
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

見
込
み
か
。

問　

こ
の
地
域
の
為
な
ら
、こ
の
島
の

為
な
ら
と
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
方
は

い
る
と
思
う
。ふ
る
さ
と
納
税
が
応

援
し
た
い
公
民
館
に
直
接
い
く
仕
組

み
は
作
れ
な
い
か
。

問

　

指
定
管
理
と
委
託
管
理
の
違
い

は
。
問

　
指
定
管
理
先
が
施
設
の
運
営
費
を

負
担
す
る
の
が
基
本
か
と
思
う
が
、

指
定
管
理
の
中
で
も
運
営
費
や
変
動

費
を
出
し
て
い
る
施
設
は
あ
る
か
。

問　
大
原
と
豊
原
の
間
に
あ
る
交
流
セ

ン
タ
ー
は
毎
年
１
１
０
０
万
円
程
赤

字
を
出
し
て
い
る
が
、広
大
な
芝
や

プ
ー
ル
、屋
内
の
運
動
ス
ペ
ー
ス
や

宿
泊
施
設
も
あ
っ
て
、民
間
に
は
修

学
旅
行
も
含
め
と
て
も
利
用
価
値
の

高
い
施
設
。こ
こ
を
指
定
管
理
に
切

り
替
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

問 　
指
定
管
理
と
委
託
管
理
を
行
う
施

設
の
区
別
の
基
準
は
あ
る
か
。

問　
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
管
理
方
法

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

問

公
民
館
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
ほ
と
ん
ど
の
公
民
館
か
ら
回
答

を
得
て
、こ
の
仕
組
み
に
参
加
し
た

い
と
か
、制
度
の
説
明
を
希
望
す
る
、

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。新
た
な
制
度

が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

政
策
推
進
課
長

　
　
公
民
館
の
要
望
が
遊
具
の
設
置

な
ら
、返
礼
品
は
パ
イ
ン
や
宿
泊
券

だ
け
で
な
く
、子
供
達
か
ら
の
お
礼

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
選
べ
て
も
い
い
と

思
う
。地
域
か
ら
の
感
謝
が
嬉
し
い

所
感

　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
は
。

問農
家
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
て
見
積

り
を
取
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
課
長

町
負
担
分
を
耐
用
年
数
で
割
っ
て
利

用
料
を
決
め
る
。

農
林
水
産
課
長

　
　
交
流
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理
に

し
、企
業
に
し
っ
か
り
稼
い
で
頂
く

こ
と
で
、町
の
毎
年
の
赤
字
は
な
く

な
り
、固
定
資
産
税
も
徴
収
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
進
め
て
欲
し
い
。

所
感

　
　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
か
ら
は
利
用
料
を
徴
収
す
る
と
思

う
が
、世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
か
ら
は
利
用
料
を
取
ら
な

い
。世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
は
観
光
客

の
為
の
施
設
で
あ
り
、施
設
内
で
は

物
販
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
営
利
活
動
も

行
わ
れ
る
見
込
み
。指
定
管
理
者
か

ら
利
用
料
を
取
る
か
取
ら
な
い
か
の

基
準
が
し
っ
か
り
設
け
ら
れ
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

所
感

竹
富
町
の
財
政
の

改
善
に
向
け
て

指
定
管
理
と
委
託
管
理

　
指
定
管
理
の
施
設
か
ら
固
定
資
産

税
は
取
っ
て
い
る
か
。修
繕
費
は
ど

ち
ら
が
負
担
し
て
い
る
か
。

問　

管
理
者
が
望
ん
で
い
る
場
合
、施

設
の
払
い
下
げ
を
す
れ
ば
固
定
資
産

税
も
頂
け
て
大
規
模
修
繕
の
必
要
も

な
く
売
却
益
も
入
る
の
で
、収
益
を

考
え
れ
ば
払
い
下
げ
も
一
つ
の
手
段

だ
と
思
う
が
、払
い
下
げ
の
基
準
は

あ
る
か
。

問

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、修
繕
す
る
か

ど
う
か
も
含
め
て
指
定
管
理
が
で
き

る
か
ど
う
か
調
査
研
究
し
て
い
く
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

お
米
の
地
産
地
消
と

備
蓄
倉
庫

　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
の
計

算
方
法
は
。

問　
同
じ
指
定
管
理
の
施
設
で
も
利
用

料
を
と
る
施
設
と
取
ら
な
い
施
設
が

あ
る
。明
確
な
基
準
は
あ
る
か
。

問

指
定
管
理
は
管
理
運
営
全
般
を
任
せ

る
制
度
で
、管
理
者
が
自
由
な
発
想

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
う
。委

託
管
理
は
決
め
ら
れ
た
業
務
の
一
部

を
外
部
に
委
ね
る
も
の
。

総
務
課
長

固
定
資
産
税
は
取
っ
て
い
な
い
。大

規
模
な
修
繕
は
町
が
行
う
が
、軽
微

な
修
繕
は
指
定
管
理
者
が
行
う
。

総
務
課
長

運
営
補
助
は
な
い
が
、指
定
管
理
先

が
担
っ
て
い
る
事
業
に
対
し
て
の
補

助
等
は
あ
る
。

総
務
課
長

基
準
は
な
く
、各
課
で
判
断
し
て
い
る
。

総
務
課
長

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
は
指

定
管
理
者
制
度
の
利
用
を
検
討
し
て

い
る
。

自
然
観
光
課
長

利
用
形
態
、営
利
目
的
か
ど
う
か
等

を
判
断
し
条
例
等
の
設
置
等
し
て
い

き
た
い
。

総
務
課
長

補
助
金
が
終
了
し
て
い
る
か
や
、耐

用
年
数
な
ど
補
助
金
適
正
化
法
に
か

か
ら
な
い
の
が
一
部
の
要
件
で
は
あ

る
。現
在
は
払
い
下
げ
を
行
う
予
定

は
な
い
。

総
務
課
長

将
来
負
担
比
率
と
は
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
が
標
準
財
政
規
模
に

対
し
て
ど
の
程
度
の
割
合
で
あ
る
か

を
示
す
指
標
。令
和
５
年
度
11
．３
％
、

令
和
６
年
度
50
．２
％
。

財
政
課
長

今
後
も
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
や
大
富

団
地
、複
合
型
福
祉
施
設
の
整
備
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、負
担
が
増
加
し

て
い
く
見
込
み
。

財
政
課
長

一

般

質

問

◀詳しくは動画をCheck!! 9月定例会9月定例会大 浜  一 将 議員
か ず ま さお お は ま

寄
付
者
も
い
る
と
思
う
。寄
付
者
も

一
緒
に
な
っ
て
町
づ
く
り
が
で
き
る

仕
組
み
に
な
る
と
寄
付
額
も
上
が
る

と
思
う
。
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一

般

質

問

詳しくは動画をCheck!!▶9月定例会9月定例会

　
　

災
害
時
に
観
光
客
が
不
安
に
な

ら
な
い
よ
う
、受
け
入
れ
側
と
し
て
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
し
っ
か
り
整
備

し
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、石
垣
市

や
船
会
社
と
の
連
絡
・
情
報
共
有
体

制
に
つ
い
て
も
、災
害
時
に
混
乱
が

生
じ
な
い
よ
う
再
構
築
を
求
め
る
。

要
望

　
西
表
島
で
は
年
間
２
４
０
ト
ン
も

の
お
米
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。し
か

し
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
協
に
出
荷
さ

れ
て
お
り
島
内
消
費
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
で
き
な
い
の
が
現
状
。施
設

の
整
備
を
前
向
き
に
検
討
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、ど
の
よ
う
な
規
模
で
整

備
を
考
え
て
い
る
か
。

問　
運
営
す
る
指
定
管
理
者
は
未
定
だ

が
、負
担
軽
減
策
は
な
い
か
。

問

　
新
フ
ェ
リ
ー
か
り
ゆ
し
が
上
原
に

入
れ
な
い
と
い
う
説
明
は
い
つ
ど
の

時
点
で
あ
っ
た
の
か
。

問　

上
原
に
入
る
計
画
は
な
い
の
か
。

今
後
物
流
の
停
滞
が
生
じ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
が
。

問 　
町
営
多
機
能
型
貨
物
船
に
つ
い
て

運
航
計
画
は
。

問

港
則
法
に
基
づ
き
、海
上
保
安
庁
と

船
会
社
と
の
協
議
に
よ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

政
策
推
進
課
長

全
課
で
検
証
、振
り
返
り
を
し
た
。課

題
は
避
難
所
開
設
の
運
営
方
法
、島

内
で
の
対
応
従
事
者
、ま
た
民
間
宿

泊
施
設
の
活
用
な
ど
の
課
題
が
出
た
。

防
災
危
機
管
理
課
長

●
補
聴
器
の
購
入
補
助

●
訪
問
税
に
つ
い
て

他
に
も
、こ
の
よ
う
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

石
垣
港
災
害
対
策
連
絡
協
議
会
と
い

う
も
の
が
あ
る
。海
上
保
安
庁
、自
衛

隊
、石
垣
港
湾
事
務
所
、気
象
台
、沖

縄
県
、八
重
山
警
察
署
、石
垣
市
、竹

富
町
、そ
の
他
船
舶
会
社
等
の
連
絡

体
制
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、今
回

は
機
能
し
な
か
っ
た
。

防
災
危
機
管
理
課
長

政
策
推
進
課
長

短
距
離
旅
客
船
を
改
造
し
た
も
の
で

あ
る
た
め
、鳩
間・上
原
航
路
の
運
航

許
可
が
取
れ
な
い
。

政
策
推
進
課
長

町
が
知
っ
た
の
は
購
入
後
で
、事
前
の

相
談
や
説
明
は
な
か
っ
た
。事
前
に

把
握
で
き
て
い
れ
ば
上
原
航
路
も
見

据
え
た
運
航
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。

政
策
推
進
課
長

月
曜
日
フ
リ
ー
、火
曜
日
大
原
、水
曜

日
小
浜
島
、木
・
金
曜
日
は
黒
島
、土

曜
日
休
み
、日
曜
日
は
何
か
あ
れ
ば

運
航
す
る
。

政
策
推
進
課
長

農
協
丸
の
運
航
計
画
を
踏
襲
し
た
形

で
検
討
し
て
い
た
が
、新
フ
ェ
リ
ー

か
り
ゆ
し
が
上
原
に
行
け
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
改
め
て
運
航
計
画

を
見
直
す
。

町
と
同
じ
く
ら
い
の
農
家
の
規
模
の

伊
平
屋
村
で
は
、国
の
補
助
を
活
用

し
て
約
12
億
円
で
整
備
し
た
。竹
富

町
も
そ
の
事
例
を
参
考
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。町
の
負
担
は
約
２
億
。

農
林
水
産
課
長

年
間
の
施
設
利
用
料
と
い
う
徴
収
で

は
な
く
、機
器
使
用
料
と
し
て
徴
収

す
る
方
法
も
あ
る
。農
家
の
み
な
さ

ん
の
負
担
に
な
ら
な
い
形
で
協
議
し

て
い
く
。

農
林
水
産
課
長

条
例
改
正
に
関
す
る
有
識
者
会
議
に

熱
中
症
対
策
や
、避
難
所
と
し
て
の

活
用
を
踏
ま
え
、空
調
設
備
の
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。災
害
時
の
停
電

対
応（
蓄
電
池・発
電
機・ガ
ス
）や
維

持
管
理
費
も
考
慮
し
、設
置
に
向
け

て
前
向
き
に
取
り
組
む
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

可
能
性
に
つ
い
て

　
老
朽
化
し
た
貨
物
船「
か
り
ゆ
し
」

の
後
継
と
し
て
導
入
さ
れ
る
新
フ
ェ

リ
ー
か
り
ゆ
し
が
、な
ぜ
鳩
間・上
原

航
路
に
入
れ
な
い
の
か
。

問 町
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

船
舶
体
制
に
つ
い
て

　
津
波
注
意
報
に
つ
い
て
、島
に
滞
在

し
て
い
た
観
光
客
や
、石
垣
島
に
い
た

町
民
へ
の
対
応
に
は
ど
ん
な
課
題
が

あ
っ
た
か
。町
と
し
て
の
総
括
や
振
り

返
り
は
し
た
の
か
。

問　
注
意
報
が
解
除
さ
れ
な
い
中
で
臨

時
便
が
運
航
さ
れ
、島
に
い
る
観
光

客
は
乗
船
で
き
た
一
方
で
、石
垣
島
に

い
た
町
民
は
島
に
戻
れ
な
か
っ
た
。な

ぜ
こ
の
よ
う
な
対
応
に
な
っ
た
の
か
、

そ
の
経
緯
と
理
由
は
。

問 　

町
の
対
応
が
後
手
に
回
っ
た
印

象
。特
に
船
会
社
が
臨
時
便
を
出
し

て
い
た
こ
と
を
町
が
後
で
知
っ
た
と

い
う
点
か
ら
も
、船
会
社
と
の
情
報

共
有
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。災
害
時
に
お
け
る
情
報

共
有
の
仕
組
み
や
行
動
手
順
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

問 防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

　
避
難
所（
体
育
館
）へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
、国
の
令
和
６
年
度

補
正
予
算
に
お
い
て
避
難
所
と
な
る

全
国
の
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備

の
臨
時
特
例
交
付
金
が
創
設
さ
れ

た
。竹
富
町
で
も
こ
の
制
度
を
活
用

し
、エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。近
年
の
猛
暑
や
災
害
時
の

避
難
生
活
を
考
え
る
と
暑
さ
対
策
と

し
て
の
空
調
設
備
は
重
要
だ
が
。

問

三 盛  克 美 議員
かつ みもりみつ
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補
助
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

れ
ば
積
極
的
に
活
用
し
、白
浜
港
の

利
便
性
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
。

要
望

　
　

多
様
な
情
報
を
集
め
、地
域
の

生
活
改
善
に
つ
な
が
る
実
験
と
し
、

早
期
導
入
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

要
望

　
　

観
光
客
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

専
門
的
視
点
を
取
り
入
れ
た
展
示
を

整
備
し
、駐
車
場
確
保
も
含
め
利
用

環
境
を
向
上
さ
せ
て
ほ
し
い
。

要
望

　
　

地
域
と
定
期
的
に
協
議
を
重

ね
、早
期
整
備
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

要
望

　
　

将
来
を
見
据
え
、介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
途
絶
え
な
い
よ
う
地
域

に
即
し
た
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て

ほ
し
い
。

要
望

循
環
型
ご
み
処
理
の

実
証
実
験

小
浜
民
俗
資
料
館
の
整
備

小
浜
公
園
整
備
事
業

介
護・福
祉
事
業

町
有
貨
物
輸
送
船
の
活
用

　
白
浜
港
か
ら
の
運
航
が
補
助
対
象

路
線
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

問　
実
験
の
検
証
に
は
デ
ー
タ
が
必
要

で
は
な
い
か
。今
後
の
収
集
を
提
案

す
る
。

問　
生
ご
み
に
特
化
し
た
処
理
機
の
導

入
可
能
性
は
。

問 　

循
環
型
ご
み
処
理
の
実
証
実
験

で
、生
ご
み
投
入
に
よ
る
電
気
代
や

コ
ス
ト
増
の
比
較
デ
ー
タ
は
あ
る
か
。

問

　
小
浜
民
俗
資
料
館
の
進
捗
状
況
は
。

問　
工
事
中
の
資
料
は
ど
こ
に
保
管
す

る
の
か
。

問　

配
置
や
展
示
の
工
夫
、写
真
資
料

の
充
実
は
考
え
て
い
る
か
。

問　
駐
車
場
や
自
転
車
置
場
の
確
保
は
。

問

　

管
理
方
法
は
。入
場
料
徴
収
は
可

能
か
。

問　
小
浜
公
園
整
備
の
進
捗
は
。

問　
公
民
館
と
し
て
の
協
力
姿
勢
は
。

問　
住
民
か
ら
具
体
的
な
要
望
は
出
て

い
る
か
。

問

貨
物
船
は
不
定
期
航
路
に
分
類
さ

れ
、定
期
航
路
と
は
異
な
る
制
度
や

会
計
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、現
状
で

は
補
助
対
象
外
と
考
え
て
い
る
。

政
策
推
進
課
長

実
験
の
目
的
で
回
収
し
た
た
め
、比

較
デ
ー
タ
は
取
っ
て
い
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

現
行
機
で
生
ご
み
も
処
理
可
能
。年

内
に
判
断
を
下
す
予
定
で
、必
要
が

あ
れ
ば
新
た
な
機
器
導
入
も
検
討

す
る
。

町
　
長

資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
終
え
、

賃
貸
借
契
約
を
締
結
。屋
根
改
修
は

入
札
不
調
と
な
り
、10
月
中
旬
に
再

入
札
予
定
。

教
育
委
員
会
社
会
文
化
課
長

小
浜
公
民
館
へ
の
指
定
管
理
を
想
定

し
、入
場
料
徴
収
も
前
提
に
考
え
て

い
る
。

教
育
委
員
会
社
会
文
化
課
長

小
浜
織
物
共
同
作
業
組
合
の
施
設

内
に
移
動・保
管
予
定
。

教
育
委
員
会
社
会
文
化
課
長

専
門
家
の
意
見
を
参
考
に
今
後
検

討
す
る
。

教
育
委
員
会
社
会
文
化
課
長

現
状
予
算
措
置
は
な
い
が
、利
用
者

増
を
見
据
え
検
討
す
る
。

教
育
委
員
会
社
会
文
化
課
長

ご
指
摘
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
集
落
支
援
員
は
配
置
さ
れ
て
い
る

か
。業
務
は
福
祉
に
関
わ
る
内
容
か
。

問　
他
地
域
の
配
置
状
況
と
業
務
内
容

は
。
問 　

高
齢
化
が
進
む
中
、リ
ハ
ビ
リ
の

回
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

問　
小
浜
で
の
介
護
人
材
養
成
事
業
の

参
加
者
数
は
。

問

８
月
に
公
民
館
や
学
校
関
係
者
と
意

見
交
換
を
実
施
。対
象
地
は
約
４
４

６
０
㎡
で
、相
続
人
９
名
の
う
ち
２
名

は
所
在
不
明
で
特
定
作
業
中
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

土
地
取
得
に
協
力
し
、一
緒
に
取
り

組
む
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

案
は
示
し
た
が
、土
地
確
保
が
前
提

で
あ
り
、詳
細
は
今
後
検
討
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

専
門
職
の
派
遣
を
月
１
回
か
ら
２
回

に
増
や
し
た
。介
護
保
険
の
上
限
も

あ
り
、今
後
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
以
外

で
の
仕
組
み
も
含
め
検
討
し
た
い
。

福
祉
支
援
課
長

本
日
開
講
式
を
行
い
、11
名
が
参
加
。

主
に
地
元
在
住
者
。

福
祉
支
援
課
長

小
浜
に
１
名
配
置
し
、福
祉
業
務
も

担
っ
て
い
る
。

福
祉
支
援
課
長

総
務
課
が
所
管
し
、地
域
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

総
務
課
長

船
浮
、西
表
西
部
、竹
富
、小
浜
に
各

１
名
配
置
。高
齢
者
送
迎
や
荷
物
運

搬
な
ど
、地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
対

応
し
て
い
る
。

総
務
課
長

一

般

質

問

9月定例会9月定例会◀詳しくは動画をCheck!!
上 盛  政 秀 議員

ひでまさもりうえ
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議長宛の文書は議会事務局へ
議長あての文書や案内状は、
議長の公務日程を調整する
必要がありますので、議会事
務局へお届けお願いします。

議会を傍聴しませんか？
傍聴受付に、複雑な手続きは
ありません。
詳しくは「竹富町議会事務局」
☎ ８２-３７４８

委  員  長
副委員長

上  勢  頭  巧
大  浜  一  将

広報編集委員会

政務活動報告政務活動報告

▼各報告書は 
こちら

島づくり人材育成大学参加島づくり人材育成大学参加宮 良   道 子宮 良   道 子

小規模多機能型居宅介護事業視察小規模多機能型居宅介護事業視察三 盛   克 美三 盛   克 美

宮城県南三陸町における防災体制と震災伝承などについての
現地視察
宮城県南三陸町における防災体制と震災伝承などについての
現地視察

山 下   義 雄山 下   義 雄

「SDGsで考える石垣島の価値と未来
　～経済効果と自然の価値～」セミナー受講
「SDGsで考える石垣島の価値と未来
　～経済効果と自然の価値～」セミナー受講

上 勢 頭   巧上 勢 頭   巧

「おきなわ農林水産物県外出荷促進事業」について
  国の沖縄政策担当とのヒアリング
「おきなわ農林水産物県外出荷促進事業」について
  国の沖縄政策担当とのヒアリング

﨑 枝   裕 次﨑 枝   裕 次

竹富町離島における停電の頻発に関する是正対策と国・県の支援を求める意見書

離島地域における携帯電波障害と通信による災害対応体制の強化に関する意見書

非常備町村消防団への支援を求める意見書

意見書を提出しました意見書を提出しました

波照間中学校３年生が女性議会を傍聴しました！

議員の政務活動は、地域課題の把握から政策提言、他自治体との情報交換まで多岐にわたります。
今号では、議員がどのような活動を行っているのか、その一端をご紹介します。
詳細な報告書や活動記録は、町議会ホームページにてご覧いただけます。

「町民の声を政策に活かすために」「町民の声を政策に活かすために」
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本年度の竹富町女性議会には、
波照間中学校３年生の皆さんが
傍聴席にお越しくださいました。
船の欠航により滞在が延びる中、急遽授業の一環として
議場を見学いただき、議会の役割や予算の仕組みについ
て学んでいただく貴重な機会となりました。
さらに、議場入口の案内掲示板には、生徒の皆さんが手書
きで作成した温かみのある掲示物を作成いただき、議会
の雰囲気づくりにも一役買っていただきました。
若い世代が議会に触れることで、まちづくりへの関心が
育まれることを願っています。波照間中学校の皆さん、
ありがとうございました！

https://www.town.taketomi.lg.jp/soshiki/gikaijimu/seimukatsudouhi/
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